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１．目的  

 人と自然が共存する「環境共生都市なかつ」の実現を目指し、今年度からスター

トした中津市環境基本計画の中で基本施策である「環境保全のための人・組織づく

りの推進」の一環として、子どもたちがＰｅｐｐｅｒとのやりとりを楽しみながら、

環境保護の重要性を学び、環境問題を自分のこととして考えることができるように

することを目的としています。 

 また、家庭で話題になるなどの波及効果も期待しています。 

 

 

 

 

 

２．日時・場所  

 ● 令和 2年 3月 6日（金）9時 30 分～（45 分間）深水小学校（2～6 年生７名） 

● 令和 2年 3月 6日（金）13 時 55 分～（45 分間）和田小学校（4年生 20 名） 

 

３．内容  

 ● Ｐｅｐｐｅｒが教師補助役で授業 

 ● 児童が環境問題についてディスカッション 

 ● 持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）のゴールと関連した授業 

   ～ＩＴを活用した「質の高い教育をみんなに」～ 

 

 

 

 

 

４．協力団体  

 ● ソフトバンク株式会社 

 

 

 

【問合先】 

・生活環境課 担当：笹良 

℡0979-22-1111(内線 313) 

 ・学校教育課 担当：岩久、朝吹 

  ℡0979-22-1111(内線 494・495) 

人型ロボット「Ｐｅｐｐｅｒ」を活用した環境学習を実施 
 

※Ｐｅｐｐｅｒとは？ 

Ｐｅｐｐｅｒは感情を認識する人型のロボットで、ソフトバンクロボティクスの製品。

一般家庭や店舗などで利用される。「感情エンジン」と「クラウド AI」を搭載した世界初

の感情認識パーソナルロボットで、世界で初めて量産されたヒト型ロボットでもある。 


